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論文概要

論文概要

論文概要

・本論文は、観光地における避難場所の認知不足によ
り、災害発生時に観光客が逃げ遅れるという課題に
対し、避難支援を目的とした「事後対策型」の防災杖
「用心棒」を提案しています。
・具体的には、AR※ナビ、GPSストラップ、ライト、防
災用品収納スペースの4つの機能を搭載した「用心
棒」の試作品を製作するとともに、平常時と災害時の
配置場所や活用方法の検討を行っており、観光客が
使用しやすい仕組みの実現を目指しています。

・本論文では、兵庫県加古川市が抱える「農産業の衰
退」と「触法障害者※の雇用」という2つの課題に着
目し、これらを解決するモデルとして農福連携の導入
を提案しています。具体的には、農業の再生を触法
障害者の就労機会創出と結びつけ、農業を支える人
材を確保するとともに、触法障害者に更生の道を提
供する仕組みの構築を目指しています。

・加古川市の少子高齢化や農家の減少、耕作放棄地の
増加などの現状と、矯正施設設立に伴う地域の反対

・本論文は、2024年1月1日に発生した令和6年能登半
島地震での孤立集落における課題を踏まえ、石川県
輪島市を事例に、空飛ぶクルマを活用した新たな孤
立集落の救出・解消方策を提案しています。

・具体的には、空飛ぶクルマの乗り場となる「避難ポー
ト」と孤立者の避難先、その留置場所となる「避難
ドック」を設置することで、災害時には空路による迅
速な救助を行うとともに、平常時には地域交通の拠
点とする方策を示しています。

・「用心棒」の導入によって、避難訓練やハザードマッ
プなどの「事前対策型」では災害発生直後の対応が
難しい観光客に対しても、迅速かつ安全な避難場所
への避難誘導を可能にする効果を示しています。ま
た、高齢者の避難支援への活用が期待できる点や、
平常時にはガイド機能を兼ねることで観光地の利益
向上に寄与する可能性にも言及しています。

※ AR：現実世界にデジタル情報を重ねて表示し、現実
を拡張する技術

運動といった歴史的背景を整理した上で、農福連携
が地域経済の活性化、防犯意識の向上、芸術分野と
の連携を通じて、新たな魅力ある街づくりにつながる
可能性を示唆しています。

・さらに、地域住民と矯正施設の間で相互理解を深める
ことが、地域全体の活性化につながるとし、農福連携
を通じて、加古川市の持続可能な発展に寄与し、温か
みのある街づくりの一助となることを提案しています。

※触法障害者：法律に触れる行為をしてしまった障害者

・この提案では、輪島市における最大孤立者数から各
集落の孤立者数の位置や人数を推定し、従来の陸路
や海路を用いた救出時間との比較を行い、より短時
間で孤立解消が可能であることを検証しています。
さらに、本提案の実現に向け、住民の年齢やハンディ
キャップなどの集落ごとの人口特性の検証や、空飛
ぶクルマの技術的な不確定要素への対応の必要性に
ついて述べつつ、平常時のエアタクシーとしての活用
による地域活性化への寄与について言及しています。

【優秀賞】事後対策型防災杖「用心棒」の開発
受賞者：水口　詠斗　（和歌山工業高等専門学校）

【特別賞】 人が立ち直り、農地を立て直す街づくり〜兵庫県加古川市における農産業の衰退と触法障害者の雇用を農福連携により解決する社会モデルの構想
受賞者：菊池　壮太　（京都大学大学院）

【特別賞】災害時の孤立集落救出に向けた空飛ぶクルマの活用
受賞者：佐藤　慎慈、保坂　邦彦、松田　蒼生　（関東学院大学大学院、関東学院大学）

この度は優秀賞にご選出いただき、誠にありがとうございます。
本論文では、土地勘のない観光客をいかに迅速かつ安全に避難させるかという課題に着

目しました。実際、能登半島地震の際には観光客が避難場所がわからず、その場にとどまっ
てしまう事例が発生しました。こうした課題を解決するため、災害発生直後に避難誘導を
行う機構「用心棒」の開発に取り組みました。本研究が今後の防災対策に貢献できることを
願っております。

2024年度特別賞を授与していただき、誠にありがとうございます。兵庫県加古川市におけ
る農家減少と触法障害者における福祉的就労の課題を農福連携の視点から解決することを
目指した本論文が、さまざまな地域のモデルを考えるための一助になれば幸いです。
心を病み、道を逸れてしまったひとは如何にして立ち直れるのか、その糸口を豊かな自然

と、温かみのある社会の可能性に賭し、今後も絶えず探求していきたいと思います。

この度は、特別賞にご選出いただき、誠にありがとうございます。
本論文は令和6年能登半島地震で集落の孤立が長期化した問題に
対して、空飛ぶクルマを活用した迅速な救助方策を提案させてい
ただきました。新しい技術であり、未確定な部分も多い空飛ぶクル
マを提案に組み込んでいく過程は、技術の可能性と課題について
深く考えさせられる機会となりました。今後も新しい技術を取り入
れた防災の可能性を探求していきたいと思います。

受賞者
コメント

受賞者
コメント

受賞者
コメント

2024年度 懸賞論文（学生論文）受賞者のコメント
一般社団法人  建設コンサルタンツ協会広報事業専門委員会

2024年度の学生論文は、「あなたが市長なら、どのような”まちづくり”をしたいですか？」および「安全・安心な
暮らしのために」の2テーマで、昨年6月1日から4ヶ月間（締め切り 9月30日）募集を行いました。その結果、20編
の応募をいただき、厳正な審査の末、優秀賞1編、特別賞3編を選定いたしました。受賞者の方よりコメントをい
ただきましたので、ご紹介いたします。
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論文概要

・本論文は、北海道石狩市の課題である通勤手段の確
保と同市が掲げる「ゼロカーボンシティ」の実現を目
的に、バス高速輸送システム「はまなす」の導入を提
案しています。

・具体的には、石狩湾新港地域とJR手稲駅を結ぶルー
トに、ロードヒーティングシステムと防雪屋根が設置
された専用レーンを設けることで、定時性と速達性
を確保し、通勤需要に応えることを検討しています。

・この提案では、地域で整備を進めている水素エネル
ギー関連施設を活用した、水素燃料電池バスの導入

による温室効果ガスの具体的な削減値を示していま
す。さらに産官金連携を通じた企業の脱炭素化の支
援策により「はまなす」の利用促進を図ることで、地
域エネルギーの地産地消モデルを構築する方策につ
いて言及しています。

・また、提案手法の実現に向けた課題として、バス高速
輸送システム「はまなす」の導入に伴う初期投資の
負担や昼間の利用者の確保、国や道の支援制度の活
用や民間企業との連携が必要であることを挙げてい
ます。

【特別賞】石狩湾新港地域への通勤手段確保を目的としたバス高速輸送システム「はまなす」
受賞者：三田　琳太郎　（北海道大学大学院）

この度は、特別賞を賜り誠にありがとうございます。本論文では、産官学連携プロジェク
トでの取り組みをもとに、軌道系交通の確保が長年の課題である石狩市において、採算性の
観点で優れたBRTの導入を基軸として、脱炭素先行地域としての強みを生かした水素燃料
電池バスの導入を提案しました。今後も地域特性を活かした公共交通体系について検討を
進め、持続可能なまちづくりに貢献していきたいと考えております。

受賞者
コメント
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